
DR に使用するメモリーカードは品質第一で選んで

ください。万全を期すなら 1 年に 1 度は新品のカ

ードに交換するとよいでしょう。 

 

４．DRを使う時の注意点 

 

DR 装着直後は多くの人が定期的に映像を確認し

運転も慎重になるのですが、１ヶ月もすると DR を

気にかけなくなり、運転も元に戻ってしまいます。

これではせっかくの DR も価値が半減します。いざ

という時に映像が撮れていないリスクを減らすた

め、定期的に映像を確認するとともに自分の運転を

厳しくチェックして下さい。 

音声録音機能があると警笛やブレーキ音が記録

され事故状況がより詳しく分析できるのですが、搭

乗者の発言も残ることを憶えておきましょう。 

 

５．もしも事故が起きてしまったら 

 

事故が起きたときは、まず当事者の安全確保と警

察への報告を行って下さい。その上で、DRについ

ては以下のように取り扱います。 

 

① 電源を完全に切る 

DR の電源が入ったままメモリーカードを抜くと

記録された映像が破損する恐れがあります。また電

源が入っていると DR は映像を撮り続けますから、

肝心の事故映像の上に別の映像が上書きされる可

能性もあります。これらを防止するため、事故後は

（安全な場所に移動した後）DR の電源を完全に切

っておくことをお勧めします。 

② すぐにメモリーカードを抜かない 

メモリーカードは小さいので焦って抜こうとす

ると紛失する恐れがあります。夜間などは一度DR

本体を車から取り外し、室内など明るいところで落

ち着いて作業をすると安全です。 

 

③ DR の存在を周りに知らせる 

DRがあることは早めに警察と相手に知らせて下

さい。「見間違いのない目撃者」がいるのと同じな

ので相手も身勝手な説明ができず、事故処理がスム

ーズになります。DRの存在が当事者から正しい説

明を引き出す効果を持つのです。 

 

④ 警察への提供と協力  

警察からDR 映像の提供を求められた時は積極的

に協力しましょう。ただ警察官は動画や DR の専門

家ではないので、提供方法について事前に話し合っ

て下さい。できれば説明書のコピーを一緒に提供す

ると良いでしょう。説明書と保証書は必ず保管して

おいて下さい。提供した映像は事件終結まで返却さ

れないこともありますし、提供先でうっかり消して

しまったというトラブルも起きています。保険会社

等も提供を求めてくるかもしれませんので、提供前

にコピーをとることをお勧めします。 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

詳しい情報を WEB で公開しています 
ドライブレコーダー協議会にあなたの事故・ヒヤリハット

映像をご提供ください 

ドライブ 

 選ぶときは品質重視 

 取り付けは本体の性能以上に重要 

 メモリーカードは消耗品 

  

http://www.jdrc.gr.jp/ 

５．事故が起きた時の注意点 

４．使い始めてからの注意点 

 選ぶときは品質重視 

 取り付けは本体の性能以上に重要 

 メモリーカードは消耗品 

 定期的に映像をチェック 

 事故が起きた時は速やかに開示 
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「必要な時に映像が撮れていなければ 

そのドライブレコーダーに価値はない」 

 
ドライブレコーダー略

してDR。車のフロントガ

ラスに取り付けるカメラ

付の記録装置で、事故が

起きた時、特にどちらの

信号が青かでもめた時や、車が悪者になりがちな歩

行者,自転車との事故で心強い目撃者となります。テ

レビ番組やネットの動画サイトで映像を目にした

人も多いでしょう。通信販売などでは数千円程度で

買えますが、いくら安価に購入できても、いざとい

う時に映像が撮れていなければ意味がありません。

本当に映像が必要になる（事故が起きる）のは装着

の翌日かもしれませんし、あるいは５年後かもしれ

ません。DRは自分の人生を救うかもしれない機械

ですから、すぐに壊れてもよいようなデジタル玩具

と同じ感覚で選択・使用することはお勧めしません。

DRを購入しようという方のため、注意点をまとめ

ました。 

 

１．DRを選ぶ時の注意点 

  

DRを購入する際は外箱や通販のページに次のよ

うな表示があることを確認しましょう。 

①販売者と連絡先（これがないと初期不良・故障な

どの際、相談ができません） 

②適切な保証期間（最低でも半年間の保証がないと、

すぐに壊れた時に困ります） 

③適切な性能表示（チェックポイントを参考に） 

DR映像の質はカメラのレンズでも変わるので、

性能表示だけに頼るのでなく実際に画質の確認が

できる販売店で購入するのも失敗しないコツです。 

 

２．DRを取り付ける時の注意点 

 

どんなに高性能なDRでも、本体が空を向いてい

たり、車の振動やブレーキで外れたりしては何の役

にも立ちません。しっかりした取り付けはDRの命

です。必ず説明

書を読んで正し

く取り付けて下

さい。またDRは

前方視界を妨げ

ない場所に取り

付けましょう。

固定用の粘着テープや吸盤の取付け位置は「フロン

トウインドウ上部から20％以内の場所」と、保安

基準で決められています。 

 
３．メモリーカードの寿命に注意 
 

DR の映像はデジカメ等に使われる「メモリーカ

ード」に記録されることが多いのですが、実はトラ

ブルの多くが DR 本体よりメモリーカードで起こっ

ています。メモリーカードには「書き込み可能回数」

という寿命があって、DR はデジカメ等で使う時の

数十倍から数百倍の回数の書き込みをメモリーカ

ードに対して行うので寿命が早く尽きるのです。

「安いけどデジカメで使っているから大丈夫」とい

う考え方はできません。 

販売店で映像を確認しよう 

チェックポイント２ 

30m 離れた信号の色が判別

できますか？右画像は解像度

が 640×480 ドット(VGA)

のものです 

チェックポイント３ 

交差点の入口付近で交差点

全体が写っていますか？ 

→水平画角 90 度以上 

チェックポイント４（取り付け時） 

ＤＲが前方視界を妨げていませんか？ 

ルームミラーなどがＤＲの撮影範囲を塞い

でいませんか？ 

チェックポイント１ 

秒単位までの時間表示

はありますか？時刻も

正確に合わせて下さい 

１．ＤＲを選ぶ時の注意点 

２．ＤＲを取り付ける時の注意点 ３．メモリーカードに関する注意点 

ＤＲ購入・取り付けにあたってのチェックポイント 

Illustration Y.ODA 


